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【土壌関係】 

◆深耕について（物理的性質の改善） 

排水の悪い園では特に有効土層を深め、土壌の通気性や透水性を良くして根の活動を活発にさせる事

が重要です。若木で伸びの悪い樹や、水田の際等は実施する。 

１．時期：落葉期から年内に実施する。できれば１１月中に実施したい。 

※遅れると細根の発生が少なくなり、春先の干ばつの害を受けやすくなる。 

２．対策 

１）条溝法 

①若木や排水不良園に適している。 

②深さ４０～５０㎝・幅３０～４０㎝の溝を樹間に掘る。 

③１年目縦・２年目横と場所を変えて繰り返す。 

④根の広がりに対して直角の方向に処理をする。その際は 根の先端をわずか断根する程度とする。

断根が ２０％を越えると生育障害の原因となるので、注意する。 

２）タコツボ法 

①深さ４０～５０㎝の穴を掘る。 

②樹幹から２ｍ程度の場所に穴をいくつか(４～８カ所)掘る方法。 

③毎年掘る穴の場所を移動させる。断根が少なく成園向き。 

④ただし排水不良園では掘った所に水が溜まりやすいので、排水対策も併せて行う。 

３）深耕後は、有機物等の土作り肥料を投入して下層まで改良する。 

４）サブソイラーやバックホーを利用する。 

５）１度に行うと断根により樹勢低下となるため、５～６年かけて樹幹周辺を一巡できるよう計画的に

行う。 

◆土壌ｐＨ（酸度）の調整について（化学的性質の改善） 

作物が適正に生育し、養分が吸収できるようになるには、作物毎に適正な「ｐＨ」範囲がある。 

近年の土壌診断の結果は、適正範囲外が目立っており、特に適正範囲より中性に傾いている状態となっ

ているため肥料養分の吸収や根の張りが悪くなっている。 

１．ｐＨ（酸度）の適正範囲と過去の検査結果 

品目 適正範囲 

りんご・なし ６．０～６．５ 

もも・プルーン・おうとう ５．５～６．０ 

ぶどう ６．５～７．０ 

あんず・うめ ５．５～６．５ 

２．土壌診断の結果 ｐＨ（酸度）が高い場合 

１)対応方法 

①ｐＨを上げる資材（炭酸苦土石灰・サンライム・醗酵けいふん等）は、施用しない。 

②土壌ｐＨ降下剤の施用を行う 

・土壌ｐＨ降下剤の施用時期：基肥と同時施用でも良い。 

・施用資材及び施用量：ガッテンペーハー ⇒ １０ａ当り５袋（５０ｋｇ） 

２）留意事項 

①樹冠の根のある範囲まで施用する。 

②施用後、耕うんできる場所は軽く実施し、土壌と混和する。 

③施用の際は手袋・マスク等を必ず使用し、取り扱いには十分注意する。 

④石灰（カルシウム）成分のある肥料を同時施肥はしない。 

⑤土壌診断の結果により、継続的施用が必要。 



３．土壌診断の結果 ｐＨ（酸度）が低い場合 

１)対応方法 

①ｐＨを上げる資材としてサンライムプラスを施用する。 

・施用時期：基肥と同時施用でも良いが、できれば２週間前に施用した方がよい。 

・施用量 ：３袋／１０a当たり  状況により調整する。 

②留意事項：新植園ではｐＨが低い場合が多いので施用する。 

◆土壌改良材（堆肥）の施用について（生物的性質の改善） 

一般的堆肥と同様に施用量が多いときは園内全面に用い、少ない量では樹冠下(根域)を主体に施用し

て腐植等有機質の補給を行う。 

１．堆肥の種類 

資材名 成分（％） 特  徴 

グリーン長野堆肥 窒素1.1／リン酸0.8／加里0.3 炭・バーグ主原料に牛糞を配合 

エアーポイント 窒素1.07／リン酸 2.18／加里 0.88 コーンコブ主原料に鶏糞と微生物を配合 

スーパー腐葉 窒素0.79／リン酸 0.25／加里 0.49 広葉樹の枝葉 

２．施用量：１０ａ当り１～２トン程度を施用する。 

連年施用する場合は礼肥・基肥を減肥する必要がある。堆肥であっても窒素成分はあるので、施肥量が

多すぎると遅伸び・着色遅れ・成熟遅れなどの原因となるので注意する。 

３．草生栽培園では施用後の耕運を行わなくてもよい。 

◆果樹の施肥基準について（共通事項） 

１．各果樹情報や施肥防除の手引【果樹編】を参照。 

２．土壌診断を積極的に活用し、その結果から適正な施肥に心がける。 

近年の土壌診断の傾向は、土壌ＰＨが高い（７．０の中性に近づいている）、石灰・リン酸・加里過剰、

苦土・微量要素不足です。 

３．施肥基準は成園・成木を基準にして記載されているため、幼木は３分の１程度、若木は２分の１程度  

を目安に実施する。ただし樹勢の強い若木は、当面窒素成分を無しとする。 

４．樹勢・樹齢・生育状況や土壌検査の結果から施用量は増減する。 

 

【病害虫関係】 

◆落葉処理について 

色々な病気は被害葉で越冬し来年の発生源となるので、落葉を集めて土中に埋めるか焼却する作業を

徹底する。尚、腐敗果実(ミイラ化したものなど)も園内に放置せず、きれいに処理することが大切であり、

地際部は敷きわら等を取り除き、きれいに整地しておく。 

◆シンクイムシ対策について 

シンクイムシ類は、果樹において果実害等大きな問題となり、農家の収入に大きな影響を及ぼす。 

特にスモモヒメシンクイは、発生源の一つとして、自家用等に園地のプルーン・スモモや庭先に植えら

れているハナモモ・ボケからも飛来する。発生源にならないよう管理すると共に。近隣に管理不徹底の樹

がある場合は声掛けをし、適正管理を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【その他】 

◆鳥害対策について 

情報№６を参照し、適切な対策を実施する。 

◆高温乾燥・多雨対策について 

情報№６を参照し、適切な対策を実施する。 

◆「チェック！ながの県農業サポートメール」紹介について 

 県では農業被害の未然防止と被害軽減を図るため、災害発生の恐れがある場合、農業者の皆さんに技術

対策を直接届けている。より迅速にかつ確実に情報を届ける、メール配信を利用した、民間の「メールマ

ガジン」を活用した情報配信（無料）を活用する。 

１．配信媒体：メールマガジン㈱まぐまぐ 

２．配信する内容：災害の発生が予測される場合、注意喚起・事前対策などの情報。 

３．登録方法：【URL】 http://www.mag2.com/m/0001627956.htmlより 

◆農作業に係る留意事項について 

１．農機具利用の際は、騒音に注意する。特に早朝等に注意する。 

  特に爆音機は、長野県の条例により。住居から直線距離にして２００メートル未満の位置で使用しな

いこと。早朝及び夜間には、使用しないこととなっている。 

２．長野市では、廃棄物の野外焼却は禁止されている。例外として、農業者が行う稲わらや剪定枝等の焼

却など認められているが、不要な野焼きはしない。住宅地等が近い場合は、隣近所に声をかけ、あらか

じめ了解を得る等の配慮をする。天候や風向きに注意し、風の強い日には焼却しないといった点に配慮

し、消防書への届け出を必ず行い適正な処理をする。 

３．農薬散布は、隣近所・園主に声をかけ、農薬飛散しないよう、時間帯や風向きに注意し、住宅・駐車

場の車・洗濯物、河川、畜舎に注意にするとともに、他の作物に薬液が掛からないように十分注意する。 

農薬の調合液を作る時は、希釈倍率と使用量を守るとともに、調整液が残らないように必要量だけ調

整する。やむを得ず残ってしまった調整液や散布器具を洗浄した液は、散布ムラの調整等に利用し河川

には絶対に流さない。 

なお、散布者自身の健康のため、マスク・カッパ等装備をし、適切な対策を図る。 

４．農業用ビニール・ネットが強風等、飛散しないように管理する。 

５．車両運転などの際は、道路状況に注意し脱輪や転落などならないようにする。また、荷物を積む場合

は、荷崩れにならないようロープ等でしっかり固定する。走行の際に、新聞紙やウレタンなどが飛散し

ないようにする。多くの車両などが出入りする場所は特に注意し、事故等ないようにする。 

６．農産物・資材・車両等の盗難に気を付ける。鍵のかかる場所に保管する。必ず施錠をする。 

◆果実袋処分について 

園内に果実袋が落ちたままの園が散見される。 

近隣の園や住宅から「風で舞って来て困る」との苦情が寄せられる前に、処分をお願いします。 

◆盗難に注意しましょう 

各地で農作物の盗難事件が発生しています。 

今後も盗難される可能性があるので、収穫間際の品種は特に気をつけ、地域ぐるみで自衛手段を講じ

てください。また、農業資材・農薬や農機具の盗難にも気を付けるように管理をお願いします。 

◆秋台風前にトレリス・果樹棚等施設点検について 

台風などにより、トレリスや果樹棚の倒壊する事例がある。このため、事前に点検をする。 

１．幹線はしっかりと張られているか。 

２．樹または支柱が固定されているか。 →固定が甘いと樹がずれる、倒れる。 

３．隅支柱が最低５０㎝程度埋まっているか。隅支柱にアンカーまたは斜柱がしっかり固定されている

か。 控え線は、切れていないか。サビで切れそうになっていないか。列に対し横方向への幹線並び

にアンカーが入っているか。→土壌条件により、適正な深さは異なるが、浅いと倒れる。 

４．中間柱の本数が十分か。 →りんご高密植栽培の例で言えば、７～５ｍに１本程度必要。 

５．すべてを確認し、樹体被害や施設被害にならないよう点検し、必要に応じて修繕を実施する。 
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